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１．「住宅ローン返済中」世帯の７割超は、金利動向についての見通しが「アリ」

アンケート調査では自宅居住の4850人に対し、今後の住宅ローン金利動向について①現状よりも上
がる②変わらない③現状よりも下がる④分からない⑤関心がない、の五つの選択肢で尋ね、①・②・
③いずれかを選択した場合は「ローン金利動向に見通し（見解）アリ」とし、住宅ローン返済中か否
かに分けて分析しました。結果は、「住宅ローン返済中」のグループでは７１.３％が「ローン金利動向
に見通しアリ」との回答となりましたが、「（自宅保有だが）住宅ローンは利用せず」のグループや
「（相続・譲渡などにより）自宅保有」のグループでは「見通しアリ」は約40％にとどまりました。
このことから、住宅ローン返済中の世帯には「今後のローン金利次第では、家計におけるローン返
済負担が大きくなる」という意識があるため、ローン金利への情報感度が高く、それが自分なりの金
利見通しを持つことにつながっているものと考えられます。

２. 住宅ローン金利が上昇した場合、「ローン返済について変更を検討する」が６７.２％

住宅ローン返済中の世帯における「ローン金利への関心度」は高いとして、いよいよ金利が上昇し
たときに、どういった対応を取ろうと考えているのでしょうか。
ミライ研では「住宅ローン返済中」の1218人に対して、「ローン金

利が上昇した場合、住宅ローン返済について何らかの変更を検討する
か」について尋ねていますが、結果は「検討する」が６７.２％、「検討
しない」が３２.８％となりました〔図表１〕。
加えて、「具体的にどのような変更を検討したいのか」について尋
ねた結果が〔図表２〕です。
具体的な検討内容として、（他の選択肢を大きく引き離して）圧倒
的に多かったのが「一部繰り上げ返済をする」であり、複数回答可で
の選択率は45％となりました。一部繰り上げ返済とは、月々の返済以
外に、住宅ローンの残高（元金）の一部を予定より早く返済すること
ですが、「全部」ではなく「一部」繰り上げ返済であれば、返済の繰
り上げにかかる手数料などを「無料」としている金融機関が多いこと、
また、インターネット手続きで手軽に繰り上げ返済ができるように
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〔図表1〕住宅ローン金
利が上昇した場合の対応
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なってきたことから、「手軽に取り組める」との認識が広がっているのではないかと考察します。
また、金利が上昇してもすぐにアクションを起こすのではなく、まず「金利上昇によって返済にど
の程度の差が出るか自分で確認する」（２０.１％）、「借入金融機関へ返済計画見直しの相談をする」
（１９.９％）が選択されているのは、「金利上昇の影響を見える化したい」という素直な欲求の表れでは
ないかと思います。

３. 金利上昇時にローン返済について検討する人の特徴とは？

また、金利上昇時にローン返済を検討する人・検討しない人について、「金融リテラシーに関する
外部知見の活用」という視点で分析してみました。具体的には、「金融機関・ファイナンシャルアド
バイザーからのアドバイス」ニーズで差異が生じているかについて確認した結果が〔図表3〕です。
質問の結果、「住ロ返済の変更を検討する」の方が、「金融機関・ファイナンシャルアドバイザーか
らのアドバイス」を求める割合が大きいことが分かりました。
住宅ローンは一般的に高額かつ長期の借り入れであり、今後、住宅ローン金利が上昇すれば、家計
に及ぼす影響も大きく、かつ長期に亘ります。そのため、「一部繰り上げ返済」が金利上昇局面での
対応策の一つであることは間違いありません。

〔図表２〕今後、住宅ローンの金利が上昇した場合に検討したいこと（複数回答可）
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ると回答された方。回答者数は８１８人。
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〔図表3〕金融機関やファイナンシャルアドバイザーからアドバイスを受けたいか
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しかし、アンケート調査からは「金利上昇時の対応に自覚的な世帯」にあっても、こういう時だか
らこそ「わが家のライフプラン・マネープラン」を点検し、返済中の住宅ローンをどのように位置付
けるべきかについて、外部の知見も活用しながら検討していきたい、という意向もうかがえる結果と
なっています。
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